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鹿児島県における弥生時代の掘立柱建物跡の基礎的研究

－県本土の掘立柱建物跡の集成と考察－

湯場﨑　辰巳
A　Basicstudyon　Posted　Buildings　without　Post　Footings　of　Yayoi　period　in　

Kagoshima．

Tatumi Yubazaki
要旨

　近年，弥生時代の掘立柱建物跡の検出例は増加の一途をたどっている。しかし，県内では当該時期を対象とした掘

立柱建物跡の集成や研究は少ない。そこで基礎的研究として，県本土を対象とした集成と分類を行った。その結果，

規格・規模から３類に分類することができ，県本土においてもっとも多いのは梁裄１間のもので，特に１×１間で面

積が５～ 10 ㎡のものが多いことが分かった。また，梁裄 1 間以上になる建物は少なく，総柱建物はないことが分かっ

た。集落内の立地・配置については，集落ごとに地形や竪穴住居跡との位置関係で配置が決まる可能性があることを

確認した。

キーワード　鹿児島県，弥生時代，掘立柱建物跡，１×１間，棟持柱建物

１　はじめに

　筆者は，大崎町永吉天神段遺跡等の調査において，弥

生時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡の調査に参加する機

会があったが，各遺跡の報告書のほかには，弥生時代中

期の住居構造をまとめている資料が少なく，それらを集

成する必要性を感じた。

　そこで，本稿では，弥生時代の掘立柱建物跡を規格・

規模などの点から集成・分類し，平面プランや面積の比

較検討を行い，その様相の検討を行いたい。

２　研究略史　

　宮本長二郎氏は，王子遺跡を含めて，九州全体の 650

軒におよぶ竪穴住居跡の分析を試みている。その中で，

平地上に掘立柱を用いて建てる建物のうち，平屋建てを

掘立柱建物，床を高く上げて上・下層または上層のみを

利用する２階建てを高床式建物として区別している。そ

して，九州の掘立柱建物跡の特徴をまとめ，九州の高床

式建物は桁１～２間，梁１間の平面にほぼ限定できると

述べている。また，これらの例から王子遺跡の集落構成

は，神殿あるいは集会所としての棟持柱のある掘立柱建

物，首長とその家族のための大型住居，高床倉庫，一族

郎党の小竪穴住居群から成るものと推定している（宮本

1985）。

　池畑耕一氏は，南九州における掘立柱建物跡は弥生時

代中期後半に限られることから，いわゆる「倭国大乱」

の際に，瀬戸内から逃れた人々により，建造したものと

述べている（池畑 1992）。

　新東晃一氏は，鹿屋市前畑遺跡を中心に，他５遺跡の

掘立柱建物の集成と比較検討を行っている。大隅半島の

鹿屋市西部から旧国分市東部，都城市西南部を囲む範囲

で掘立柱建物が確認されており，これらの地域にはいわ

ゆる独立棟持ち柱付の掘立柱建物から１×２間の高床建

物までみられ，同一の文化圏を形成していたことを指摘

している（新東 1993）。

３　研究の方法

　平成 29 年度までに刊行された鹿児島県の報告書から，

弥生時代の掘立柱建物跡が報告されている事例を抽出し

た。次に，報告書の記載事項をもとに間数・主軸方位・

面積・梁裄・桁行・柱穴等の計測値を整理した（第１表）。

なお，梁裄・桁行や柱間の長さ，柱穴の平均径・長径・

短径・深さは，報告書に記載のあるものはそれを用いて

いる。報告書に記載のないものは，実測図から計測して

記載している。なお，情報が得られなかったものや該当

しなかった事項については－にしてある。

　次に分類を行い，平面プラン・間数・柱穴・面積など

の項目を比較検討する。

４　分類の方法

　集成をもとに，平面プランから弥生時代の掘立柱建物

跡を以下の項目で分類することとした。

 Ⅰ類・・・梁間が１間のもの

 Ⅱ類・・・棟持柱建物跡

 Ⅲ類・・・Ⅰ・Ⅱ類以外

　さらに，付属施設（土坑等）の有無で細分することと

した。

 ａ：付属施設が有るもの

 ｂ：付属施設が無いもの
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第１図　分類例

　具体的な表示例として，１×１間で土坑が検出された

掘立柱建物跡はⅠａ類となる。

● ●

● ●

Ⅰ類 Ⅱ類

● ●　●　　

●

●

●

　●　　

●　　

● 　●　　

● ● ● 　●

● ●

●　　　●

●　● ●

● ●

● ●　●

Ⅲ類

Ⅰ・Ⅱ類以外
例示は 2×2

５　集成と分析

(1) 集成

　鹿児島県の弥生時代集落遺跡（竪穴住居跡又は掘立柱

建物跡）が報告されている遺跡は，同一遺跡での地点及

び時期の重なりはあるが，のべ 61 か所になる。そのう

ち掘立柱建物跡の報告があるものが８遺跡ある（第２

図）。そのすべてが，弥生時代中期後半の山ノ口式土器

を伴なう時期で , 大隅半島に集中している。

　その８遺跡で報告書されている掘立柱建物跡は全部で

81 棟である。そのうち，調査区外などにプランが伸び，

詳細不明なものを除いた 67 棟を検討対象とする（第 1

表）。

　梁１間のⅠ類としたものが 50 棟となり，全体の 75％

が梁１間の掘立柱建物跡である。そのうち１×１間とな

るものが 45 棟となり，その大部分を占める。棟持柱建

物跡のⅡ類としたものが 10 軒で，全体の 15％である。

その他のⅢ類としたものが７軒で，10％となる（第３図）。

●１

●
２

●３●
４

●５

●
６●

７

８
●

１　上野原遺跡
２　高吉Ｂ遺跡
３　下堀遺跡
４　田原迫ノ上遺跡
５　十三塚遺跡
６　王子遺跡
７　前畑遺跡
８　中ノ丸遺跡

第２図　鹿児島県 ・弥生時代の掘立柱建物跡検出遺跡位置図
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.5

3
4
4

2
9
.3

2
6

2
7
.6

4
4
.3

ー
ー

2
9
4

〟
4
1
6

〟
ー

3
掘

立
柱

建
物

跡
1
号

１
×
１

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

3
号

１
（２

）×
１
（２

）
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
9
°

W
7
.8

2
4
6

1
2
2
.5

4
4
.6

4
6
.9

3
4
.3

ー
ー

ー
〟

5
1
0

〟
ー

3
4
9
.3

ー

詳
細
不
明

N
2
5
°

W
1
2
.2

掘
立

柱
建

物
跡

4
号

１
×
１

詳
細
不
明

N
8
7
°

W
8
.9

2
9
0

〟
3
1
0

3
4
.8

3
0
.2

ー
ー

ー
ー

3
2
0

1
6
0

ー
6

3
7
.3

3
2
.3

ー
ー

ー
ー

〟
ー

4
3
7
.3

3
2

3
4
.6

5
掘

立
柱

建
物

跡
5
号

１
×
２

詳
細
不
明

N
6
9
°

E
7
.3

4
6
.3

ー

ー
4

2
1
.5

ー
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
6
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
2
4
°

W
1
4
.2

3
2
0

3
3
.2

2
9
.2

3
1
.2

3
2
.2

ー
ー

2
3
0

〟
3
2
0

〟
ー

3
9
.8

3
5
.3

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

7
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
8
°

E
1
3
.5

2
8
8

〟
1
8

1
9
.7

4
1

ー
ー

ー
〟

4
4
4

〟

3
8
.2

3
2
.8

3
5
.5

ー
掘

立
柱

建
物

跡
8
号

１
×
１
（
２
）

ー
Ⅰ
ｂ

N
1
4
°

W
1
1
.7

3
0
1

〟
3
9
0

3
7
.5

2
9
.3

ー
ー

ー
ー

4
7
0

4
0
.8

ー
ー

ー
ー

ー
1
9
2

ー
5

〟
ー

4

ー
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
10

号
１

×
２

棟
持
柱

Ⅱ
ｂ

N
8
°

W
1
4
.3

3
1
8

2
1
.8

1
9
.5

2
0
.6

4
1
.5

ー
ー

2
8
7

〟
3
3
0

〟
ー

4
掘

立
柱

建
物

跡
9
号

１
×
１

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

11
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
8
6
°

W
7
.9

2
4
6

〟
3
2
.4

3
4
.7

4
1
.6

ー
ー

ー
〟

4
5
1

2
3
0

7
3
0

8
3
7

ー

ー
Ⅰ
ｂ

N
S

9
.4

掘
立

柱
建

物
跡

12
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

Ｎ
7
5
°

W
6
.4

2
1
6

〟
3
0
0

2
7
.2

7
1

ー
ー

ー
ー

3
2
2

〟
ー

4
2
9
.6

2
4
.8

ー
ー

ー
ー

〟
ー

4
2
6
.3

2
1
.3

2
3
.8

4
掘

立
柱

建
物

跡
13

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
6
7
°

W
4
.4

3
4
.5

ー

ー
4

2
1

ー
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
14

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
5
°

E
1
0
.8

2
8
0

2
6
.3

2
1
.3

2
3
.8

3
4
.5

ー
ー

2
0
0

〟
2
2
0

〟
ー

2
7
.3

2
6

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

15
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
8
6
°

E
4
.7

1
5
8

〟
2
0

2
0
.5

2
9

ー
ー

ー
〟

3
8
6

〟

2
1

1
7

1
9

ー
掘

立
柱

建
物

跡
16

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

Ｎ
8
2
°

W
6
.6

1
9
0

〟
3
5
2

2
6
.6

3
6

ー
ー

ー
ー

2
9
8

2
9

ー
ー

ー
ー

ー
〟

ー
4

〟
ー

4

ー
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
18

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

Ｎ
6
°

E
7
.4

2
1
2

2
9

2
0

2
4
.5

3
5

ー
ー

2
1
8

〟
3
4
1

〟
ー

4
掘

立
柱

建
物

跡
17

号
１

×
１

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

19
号

１
×
１
（
２
）

ー
Ⅰ
ｂ

N
1
1
°

E
1
3

2
9
2

〟
5
4

5
8

6
2

ー
ー

ー
〟

3
5
1

〟
ー

4
6
2

ー

平
面
形
（
台
形
）

Ⅰ
ｂ

Ｎ
1
5
°

E
7
.4

掘
立

柱
建

物
跡

20
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
S

6
.8

1
9
8

〟
3
4
7

6
4
.5

6
3

ー
ー

ー
ー

4
4
7

2
1
6

ー
4

7
0

5
9

ー
ー

ー
ー

〟
ー

〟
ー

ー
ー

4
5
1

4
6

4
8
.5

1
4

掘
立

柱
建

物
跡

21
号

３
×
４

ー
Ⅲ
ｂ

N
1
8
°

W
1
2
.1

4
9

ー

ー
4

4
4

ー

Ⅰ
ｂ

N
S

1
1
.6

2
5
3

〟
3
7

4
0
.5

2
7

ー
ー

ー
〟

3
3
3

〟
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
22

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

Ｎ
1
7
°

E
7
.1

2
1
6

3
5

2
8

3
1
.5

3
0

ー
ー

2
9
9

〟
4
0
8

ー
1
3
2
.6

5
3
6

1
1

2
9

2
7

2
8

ー
掘

立
柱

建
物

跡
24

号
２

×
３

棟
持
柱

Ⅱ
ｂ

N
2
1
°

W
1
2

3
0
2

〟
3
9
8

7
6

1
2
1

ー
ー

ー
ー

4
5
9

〟
ー

4
7
9

7
3

掘
立

柱
建

物
跡

23
号

１
×
１

ー ー
Ⅰ
ｂ

Ｎ
8
2
°

E
7

3
2

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
掘

立
柱

建
物

跡
26

号
１

×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
8
6
°

E
9
.8

2
6
4

4
3

3
8

4
0
.5

2
4

ー
ー

2
4
9

〟
2
8
3

1
4
1
.5

ー
6

掘
立

柱
建

物
跡

25
号

4
4
6

3
3

3
3

ー
ー

ー
ー

１
×
２

ー
ー

掘
立

柱
建

物
跡

27
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

E
W

7
.4

2
3
7

〟
3
0

3
8
.5

3
5

ー
ー

ー
〟

3
7
2

〟
ー

4
4
7

ー ー
ー

ーー
〟

ー
4

3
9

2
9

3
4

1
7

1
4

ー
ー

1
5
5

〟
1
7
0

〟
ー

3
2
1
0

〟
3
7
5

ー

掘
立

柱
建

物
跡

30
号

１
×
１

詳
細
不
明

0
N

8
5
°

W
6
.4

2
3
5

1
9

1
5

掘
立

柱
建

物
跡

29
号

１
×
１

詳
細
不
明

0
Ｎ

1
4
°

E
2
.6

ー

掘
立

柱
建

物
跡

28
号

１
×
１

ー
Ⅰ
ｂ

N
１

°
E

7
.8

3
9
.5

3
4

ー
ー

ー
ー

3
1
6

〟
ー

ー

上
野
原
遺
跡

（
第

2
～

7
地
点
）

1
号

掘
立

柱
建

物
跡

１
×
２

棟
持
柱

Ⅱ
ｂ

N
-
3
4
°

-
W

8
.2

3
8

4
3
.5

4
2

ー
ー

ー
〟

2
7
5

〟
ー

3
4
9

ーー
2
号

掘
立

柱
建

物
跡

１
×
１

環
状
柵
あ
り

Ⅰ
ａ

N
-5

3．
5°

-E
1
.8

2
0

1
6

1
8

3
5

ー
ー

ー
ー

上
野
原
遺
跡

（
第
１
地
点
）

1
号

掘
立

柱
建

物
跡

３
×
３

詳
細
不
明
・
棟
持
柱

0
ー

1
5
.9

1
2

1
2

1
2

ー
ー

ー
1
2
0

〟
1
5
0

〟
ー

4
ー

ー
ー

ー
3
6
0

ー
4
4
4

ー
5
4
0

ー
2
号

掘
立

柱
建

物
跡

３
×
３

棟
持
柱

Ⅱ
ｂ

ー
1
6
.1

3
5
0

ー
ー

高
吉

Ｂ
遺

跡
志

布
志

市
8
0

ー
ー

霧
島
市

霧
島
市

2
6
0

2
6
0

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
1
6
.6

4
6
1

1
5
3
.7

6
1
5

ー
ー

ー

第
１
-
1
表

69



1
4
0

7
0

7
2

1
4
0

遺
構

番
号

梁
×

桁
特

徴
分

類
方

位
梁

行
（
㎝

）
桁

行
（
㎝

）
棟
持
柱
間

（
㎝

）

柱
穴

土
坑

（
㎝

）
遺

跡
名

市
町

村
面
積
（
㎡
）

標
高

（
ｍ
）

身
舎

長
さ

柱
間

長
さ

柱
間

柱
数

長
径

短
径

径
（
㎝

）
柱

深
(㎝

）
形

長
軸

短
軸

深
さ

面
積

（
㎡

）

十
三

塚
遺

跡
鹿

屋
市

掘
立
柱
建
物
跡

1
号

３
×

３
ー

Ⅲ
ｂ

N
1
0
°

W
1
8

4
0
0

1
3
0

4
5
0

1
5
0

ー
1
0

2
1
.5

1
8
.4

1
9
.9

2
4

ー
ー

ー
ー

ー
掘
立
柱
建
物
跡

2
号

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

N
3
6
°

W
8
.8

2
5
0

〟
3
6
0

〟
ー

4
2
8
.5

2
5
.8

2
7
.1

4
1

ー
ー

ー
ー

ー

3
7
.7

ー
ー

ー
1
3
0

ー
1
2

3
1
.9

2
9

3
0
.4

3
1

ー
ー

掘
立
柱
建
物
跡

3
号

３
×

３
ー

Ⅲ
ｂ

N
1
0
°

W
8
.5

3
4
0

1
6
0

2
5
0

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

4
4
1

3
5

3
8

ー
ー

ー

王
子

遺
跡

鹿
屋

市

1
号
掘
立
柱
建
物
跡

２
×

２
棟

持
柱

・
建

替
可

能
性

有
Ⅱ

ｂ
N

-
6
7
°

-
Ｅ

1
0
.4

3
0
6

1
5
2
.8

3
4
2

1
6
5
.7

5
3
5

1
0

2
8
.7

2
1
.5

2
5
.1

ー
ー

ー
5
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

３
棟

持
柱

Ⅱ
ｂ

Ｎ
-
7
9
°

-
Ｅ

7
.2

2
4
6

7
7
.6

2
9
5

ー
ー

2
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

４
棟

持
柱

・
建

替
可

能
性

有
Ⅱ

ｂ
Ｎ

-
8
2
.5

°
-
Ｅ

1
7
.9

3
7
9

1
1
2
.2

4
7
4

1
1
2
.2

6
8
1
.1

1
7

3
9
.4

2
9
.5

3
4
.4

2
7
.9

ー
ー

ー
ー

4
号
掘
立
柱
建
物
跡

（
4
×

4
）
以

上
詳

細
不

明
（
棟

持
柱

？
）

Ｎ
-
9
1
°

-
Ｅ

ー
ー

ー
4
6
0

1
2
2
.5

ー
9

4
4
.4

3
8
.5

4
1
.4

5
7
.8

ー
ー

ー
4
6
.5

ー
ー

3
号
掘
立
柱
建
物
跡

（
2
×

3
）
以

上
詳

細
不

明
Ｎ

-
7
9
°

-
Ｗ

ー
ー

ー
ー

ー
6
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

４
棟

持
柱

Ⅱ
ｂ

Ｎ
-
8
9
.5

°
-
Ｅ

1
6
.7

3
7
6

1
2
5

4
4
5

1
1
1
.2

6
1
5

1
7

4
8
.6

3
4
.6

4
1
.6

4
7
.7

ー
ー

ー
ー

ー
8
4
.4

3
7
3

1
4

4
1
.4

2
8
.3

3
4
.8

5
1
.8

ー

ー
ー

〟
ー

4
6
4
.2

4
2

5
3
.1

8
2
.7

ー
ー

7
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
建

替
可

能
性

有
Ⅰ

ｂ
Ｎ

-
8
1
°

-
Ｅ

9
.6

2
2
7
.5

〟
4
2
2

ー
9
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
9
3
.2

°
-
Ｅ

7
.3

2
0
7
.5

〟
3
5
5

ー
ー

ー
8
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
7
5
.5

°
-
Ｅ

7
.8

2
1
2

〟
3
6
9
.7

〟
ー

6
4
4
.8

3
7
.5

4
1
.1

5
7
.3

ー
ー

ー ー
ー

ー
1
0
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
9
0
.5

°
-
Ｅ

8
.7

2
2
1

〟
3
9
5

〟
ー

5
3
6
.2

3
0
.2

3
3
.2

5
1
.4

ー
ー

ー
ー

ー
〟

ー
5

3
6

3
0
.8

3
3
.4

2
2
.6

ー

ー
ー

3
6
2
.5

ー
4

4
5
.7

3
9
.5

4
2
.6

5
9
.5

ー
ー

1
1
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
9
2
°

-
Ｅ
　

7
.4

2
0
6

〟
3
6
2
.5

1
7
8

1
3
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
中

央
部

に
土

坑
有

り
Ⅰ

ａ
Ｎ

-
8
0
°

-
Ｅ

9
.6

2
3
4

〟
4
1
2

ー
ー

ー
1
2
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

２
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
8
9
.5

°
-
Ｅ

1
6
.5

2
6
5

〟
6
2
5

3
1
2
.5

ー
6

4
4
.3

3
8
.1

4
1
.2

7
2

ー
ー

ー 1
2
6

6
5

2
.2

1
4
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
中

央
部

に
土

坑
有

り
Ⅰ

ａ
Ｎ

-
6
7
°

-
Ｅ

1
6
.5

2
6
5

〟
6
2
5

〟
ー

4
5
9
.5

5
1

5
5
.2

1
0
2

略
円

形
2
0
5

1
6
5

3
2

3
.3

〟
ー

4
5
7
.7

5
2
.5

5
5
.1

9
8
.2

略
円

形

3
8
.8

前
畑

遺
跡

鹿
屋

市

1
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

４
棟
持
柱
・
炉
跡
・
溝
状
の
落
ち
込
み
有
り

Ⅱ
ａ

N
-
7
8
°

-
Ｅ

1
5

3
2
6
.5

4
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

１
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
8
2
°

-
Ｅ

4
1
5
4

7
号
掘
立
柱
建
物
跡

１
×

２
ー

Ⅰ
ｂ

Ｎ
-
8
9
°

-
Ｅ

8
.3

2
2
9

7
5
.3

6
6
.2

楕
円

形
8
5

6
0

0
0
.5

2
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

４
（
５
）

炉
跡

・
溝

状
の

落
ち
込

み
有

り
Ⅲ

ａ
Ｎ

-
8
6
°

-
Ｅ

1
6

3
4
5

1
1
4
.6

4
8
9

1
0
8
.4

ー
1
5

5
0

4
4
.8

4
7
.4

5
5
.7

楕
円

形
6
5

1
0
9
.5

4
7
0
.5

1
1
9
.1

6
8
0

1
6

4
1
.8

3
3
.7

3
7
.7

5
5

0
0
.3

3
号
掘
立
柱
建
物
跡

３
×

？
詳

細
不

明
・
棟

持
柱

Ｎ
-
8
2
°

-
E

ー
2
9
5

9
8
.7

ー
1
0
8

ー
9

4
5
.9

3
8
.5

4
2
.2

3
8
.4

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

5
号
掘
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第３図　各分類比率

(2) 各類の分析

① Ⅰ類（第５・６図）

梁１間とした 50 棟うち，30 棟は田原迫ノ上遺跡報告

のものである。そこで，田原迫ノ上遺跡のⅠ類とその他

の遺跡のⅠ類との比較を行うこととした（第２・３表）。

　方法としては，各桁と梁との散布図を比較した。どち

らも概ね梁裄 200 ～ 250 ㎝・桁行 350 ～ 400 ㎝の部分に

集中することが分かる。また，梁裄に対して桁裄が 1.5

～２倍になることから，過去の研究からも概ねこの範囲

になることが論じられている（註１）。これらのこと

から，田原迫ノ上遺跡を含め，Ⅰ類とした１×１間の掘

立柱建物跡として，妥当であると考える。ただし，中心

部から大きく外れたものもあるので，それらの取扱をど

のようにするのかは今後の検討課題である。
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第２表　掘立柱建物跡　桁行と梁行の比率

（Ⅰ類　田原迫ノ上遺跡以外）

第３表　掘立柱建物跡　桁行と梁行の比率

（Ⅰ類　田原迫ノ上遺跡）
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　また，１×１間の掘立柱建物跡では，中心部に土坑が

検出されているものがある。下堀遺跡で５棟，王子遺跡

で２棟である（第５図）。調査者は，掘立柱建物に貯蔵

用の土坑があると考えている。また，新東氏は，前畑遺

跡８号掘立柱建物跡（第６図５）で，１×２間で中柱（添

柱）が浅いものがあり，１×１間の掘立柱建物跡の中に

は，中柱（添柱）が削平等を受け検出できなかったもの

がある可能性を指摘している（新東 1993）。これらの事

例は，当該時期の１×１間の掘立柱建物跡調査時に

は，注意を払う必要がある。

② Ⅱ類（第７図）

Ⅱ類は，いわゆる棟持柱建物跡である。先行研究から

も，神殿や特別な建物との指摘がなされている。県内で

は，10 棟の棟持柱建物跡が報告されている。１×２間

が２棟，２×２間と２×３間が１棟ずつ，３×３間が３

棟，３×４間が３棟である。検出例が少ないが，梁裄３

間が主体と考える。棟持柱間の距離にすると , 平均は約

585 ㎝，最大値は田原迫ノ上遺跡掘立柱建物跡 10 号（第

７図２）の 730 ㎝，最小値は王子遺跡の掘立柱建物跡 5

号（第７図６）の 373 ㎝となっている。間数の違いはあ

るが，概ね 515 ～ 615 ㎝の範囲内に収まるものが多い。

　前畑遺跡では，３号掘立柱建物跡で棟持柱の当たる柱

穴が建物中央部に向かって延びている。直立した棟持柱

ではなく，側面から建物を補強する形の構造が考えられ，

いわゆ棟持柱建物と区別して考えるべきと指摘している

（新東 1993）。今後は，長軸方向での断面図の作成を検

討する事例である。その他，前畑遺跡では，１号掘立柱

建物跡（第７図１）で炉跡が検出され（Ⅲ類２号掘立柱

建物跡も炉跡有り），平地式の建物可能性が指摘してい

る（新東 1993）。さらに，前畑遺跡１・２号掘立柱建物

跡では，建物に平行して溝状の落ち込みが検出されてい

る。

③ Ⅲ類（第８図）

Ⅰ・Ⅱ類に属さないその他の掘立柱建物跡を，Ⅲ類と

してまとめた。その数は，７棟である。２×２間，２×

３間が１棟ずつ，３×４間が２棟，３×３間が３棟であ

る。

　検出例が少ないため，傾向はよく分からないが，弥生

時代の掘立柱建物跡は，梁裄１間が中心であることがこ

こからも分かる。

　高吉 B 遺跡では，５棟のうちⅢ類となる掘立柱建物跡

が３棟報告されている。その配置は，竪穴住居群と掘立

柱建物群が明確に分かれており，倉庫との位置づけがな

されている。

７　分析の結果

　各類の検討や集成の結果から，鹿児島県における弥生

時代の掘立柱建物跡でもっとも多い平面プランは梁裄 1

間のもので，特に 1 × 1 間のものとなる。その次に棟持

柱建物跡となる。間数ともばらつきがあるが，梁行３間

が中心と考える。　

　面積については，Ⅰ類は平均面積 8.3 ㎡・Ⅱ類は ,13.2

㎡・Ⅲ類は 13.7 ㎡である。また，柱穴平均径と柱深さは， 

Ⅰ類の柱穴平均径 38.5 ㎝・柱深さ 44 ㎝，Ⅱ類の柱穴平

均径 31.7 ㎝・柱深さ 38.1 ㎝，Ⅲ類の柱穴平均径 29.2 

㎝・柱深さ 30.1 ㎝である（第４表）（註２）。　

　面積については，梁裄 1 間のものは規模が小さい。ま

た，５～ 10 ㎡のものが最も多く 32 棟である。柱穴 ・

平均径・深さ共に，Ⅰ類が数値が大きいことが分かる。

　次に主軸の検討を行った（第４図）。北ならば当然南

北が主軸となり，北東ならば北東 - 南西が主軸となる。

　主軸を東西の方向で分けて検討すると，東方向（48％）・

西方向（42％）で，東方向に主軸を持つものが多いが，

明瞭な差があるわけではない。各類別でも，同一方向に

主軸が偏る傾向はみられない。Ⅱ類（棟持柱建物跡）では，

神殿などの特別な用途の指摘が先行研究からなされてお

り（宮本 1985），主軸方向の規制があると考えていたが，

明瞭な規格性は見いだせなかった ( 第４図）。

　このことは，弥生時代の掘立柱建物は，地域で規格性

を持つもでなく集落毎に地形や竪穴住居群との関係から

配置が決まるものと考える。

８　まとめ

　今回の集成により，８遺跡 81 棟（分析対象 67 棟）の

掘立柱建物跡を把握することができ , それらを分析する

ことで , 大きく 3 つのことが判明した。

　第１に , 大隅半島に集中しており , 弥生時代中期後半

（山ノ口Ⅱ式土器）の時期であること。

　第２に , ３つに分類され，梁行１間のものが多く，そ

の中でも１×１間で面積が５～ 10 ㎡ものが多いこと。

　第３に , 主軸の方向による規格性があるのでなく，集

落ごとに地形や竪穴住居跡との位置関係で，その配置が

決まること。ただし，今回は掘立柱建物跡だけに焦点を

当てて論じたため，集落遺跡での位置関係を検討する必

要がある。

　今回の検討は集成と分類・若干の考察にとどまったが，

弥生時代掘立柱建物跡の調査・研究の一助となれば幸い

である。

【　註　】

１　宮本長二郎　1985 で，概ね梁裄に対して桁裄が

　　1.5 ～ 2 倍となることが指摘されている。

２　各調査での検出面は考慮せずに平均化している。
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面積 梁裄 桁行 長径 短径 径（㎝） 柱深(㎝）
平均 8.3 223.8 345 42.2 34.8 38.5 44.0
最大値 16.5 320 470 90 73 76 121
最小値 1.8 120 150 12 12 12 18

面積 梁裄 桁行 棟持柱間 柱数 長径 短径 径（㎝） 柱深(㎝）
平均 13.2 320.3 407.1 585.9 13.0 35.7 27.8 31.7 38.1
最大値 17.9 379 474 730 17 48.6 34.6 41.6 51.8
最小値 7 246 295 373 8 20.0 16.0 18.0 27.9

面積 梁裄 桁行 長径 短径 径（㎝） 柱深(㎝）
平均 13.7 343.4 398.1 31.2 27.2 29.2 30.1
最大値 18.0 410 489 50.0 44.8 47.4 55.7
最小値 8 250 250 21.5 18.4 19.9 14.8

Ⅰ類

Ⅱ類

柱穴

柱穴

Ⅲ類

柱穴

N

E

S

W

Ⅰ類・10棟

Ⅰ類・13 棟

Ⅰ類・３棟

Ⅰ類・３棟
Ⅰ類・9棟

Ⅰ類・12 棟

　６％

　18％

　30％

　５％

　27％

　14％

Ⅲ類・２棟

Ⅲ類・２棟

Ⅲ類・3棟
Ⅱ類・3棟

Ⅱ類・5棟

Ⅱ類・1棟

第４表　各平均

第４図　掘立柱建物跡主軸方位
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王子遺跡 13 号掘立柱建物跡

下堀遺跡　掘立柱建物跡２号 下堀遺跡　掘立柱建物跡３号

下堀遺跡　掘立柱建物跡４号 下堀遺跡　掘立柱建物跡５号

王子遺跡 14 号掘立柱建物跡

下堀遺跡　掘立柱建物跡１号

1 2

３ ４ ５

６ ７

第５図　Ⅰ a類　掘立柱建物跡 （縮尺任意）
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田原迫ノ上　掘立柱建物跡 18 号 田原迫ノ上　掘立柱建物跡 31 号

高𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷

前畑遺跡　8号掘立柱建物跡 王子遺跡　10 号掘立柱建物跡

１ ２

３ ４

６5

第６図　Ⅰ b類　掘立柱建物跡 （縮尺任意）
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前畑遺跡　１号掘立柱建物跡 田原迫ノ上遺跡　掘立柱建物跡 10 号 田原迫ノ上遺跡　掘立柱建物跡 24 号

田原迫ノ上遺跡　掘立柱建物跡 36 号 王子遺跡　1号掘立柱建物跡 王子遺跡　５号掘立柱建物跡

王子遺跡　2号掘立柱建物跡 王子遺跡　6号掘立柱建物跡 上野原遺跡　掘立柱建物跡１号

１
２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

第７図　Ⅱ類　掘立柱建物跡 （前畑遺跡Ⅱ a類 ・ その他Ⅱ b類 ・縮尺任意）
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前畑遺跡　2号掘立柱建物跡 高𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷

高𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷

十三塚遺跡　掘立柱建物跡 3号

十三塚遺跡　掘立柱建物跡 1号

田原迫ノ上遺跡　掘立柱建物跡 21 号

高𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷

１ ２ ３

４ ５

６ ７

第８図　Ⅲ類　掘立柱建物跡 （縮尺任意）
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